
 

伝
統
十
七
代 

中
世
山
城
銘
砥
　

　

　
　
　
　
　
世
界
随
一
の
性
能
を
誇
る
変
性
粘
板
岩
系
強
度
頁
岩
属
天
然
仕
上
砥
石
　
　
　
　

山
城
國
銘
砥
は
、
八
〇
〇
年
遡
る
平
安
遷
都
後
の
鎌
倉
時
代
よ
り
、
『
砥
は
王
城
五
里
を
離
れ
ず
帝
都
に
随
い
産
す
』
〝
現
京
都
市
右
京
区

梅
ヶ
畑
　
京
都
御
所
よ
り
二
〇
㎞
内
〟
と
い
う
諺
で
知
ら
れ
、
菖
蒲
谷
尾
崎
・
鳴
滝
・
大
突
に
次
ぐ
古
い
歴
史
を
持
つ
天
下
の
名
品
で
す
。

硬
さ
は
極
軟
質
か
ら
硬
質
ま
で
そ
ろ
い
ま
す
、
粒
度
精
細
さ
は
京
都
府
内
随
一
、
模
様
は
梨
地
と
環
巻
が
ち
で
、
卵
色
・
赤
ピ
ン
が
主
力
。

仕
上
砥
石
の
長
と
し
て
知
ら
れ
、
独
自
の
鏡
面
肌
を
成
す
粒
度
で
揃
う
品
種
。

中
世
、
武
士
の
世
に
お
い
て
、
刀
剣
に
強
靭
さ
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
つ
の
魂
で
あ
る
美
を
与
え
、
不
可
欠
で
あ
る
我
が
国
固
有
の
資
源
。

近
世
以
降
、
幕
府
御
用
達
品
で
あ
っ
た
山
城
國
銘
砥
残
品
が
世
に
流
通
す
る
こ
と
と
な
り
、
刃
物
の
切
れ
味
の
底
上
げ
さ
せ
ま
し
た
。

　　◇

裏
に
あ
る
肌
こ
そ
砥
石
！
抜
群
の
頁
岩
完
成
度

山
城
國
銘
砥
は
府
内
で
最
も
緩
や
か
な 

、
千
年
に
一
ミ
リ
以
下
の
生
長
速
度
で
育
ま
れ
、
整
然
た
る
本
の
頁
状
の
姿
を
有
す
た
め
、
側
面
か
ら
は

ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
吸
水
す
る
一
方
で
、
研
ぎ
面
は
た
と
え
軟
質
で
あ
っ
て
も
極
め
て
水
を
弾
き
、
潤
沢
な
研
ぎ
水
と
し
て
保
持
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
単
純
な
る
高
度
な
頁
岩
完
成
度
に
も
た
ら
さ
れ
、
府
下
他
地
方
や
完
全
な
練
り
物
で
あ
る
人
造
砥
石
で
は
実
現
で
き
ぬ
利
点
で
す
。
生
長
が

遅
く
、
熱
変
性
を
色
濃
く
受
け
る
た
め
、
板
厚
は
薄
め
に
留
ま
る
も
の
の
研
ぎ
面
と
平
行
に
走
る
裏
面
に
黄
金
の
褐
色
と
呼
ば
れ
る
原
石
そ
の
ま

ま
の
肌
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
肌
の
出
来
具
合
が
概
ね
の
品
位
を
支
配
し
、
山
城
國
産
の
証
と
な
り
ま
す
。

十
七
代
を
師
と
す
る
弊
社
仕
事
師
は
、
そ
の
教
え
に
基
づ
き
、
製
品
の
側
面
と
肌
を
着
色
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
台
に
貼
付
け
て
、
そ
の
品
位
を

欺
く
こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
。
高
度
な
頁
岩
完
成
度
に
よ
り
、
頁
を
め
く
る
が
如
く
厚
サ
方
向
で
極
め
て
割
れ
や
す
く
、
側
面
切
り
口
か
ら
の
吸
水

を
抑
え
る
と
維
持
管
理
が
容
易
で
す
。
そ
の
為
に
、
透
明
養
生
材
〝
石
さ
ん
〟
四
倍
水
希
釈
を
塗
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

  ◇

熱
水
変
性
を
よ
く
受
け
、
よ
り
洗
練
さ
れ
る

中
山
は
鉱
脈
の
南
部
に
位
置
し
、
強
い
熱
水
変
性
を
受
け
、
鉱
床
の
始
点
と
終
点
に
あ
る
巣
板
層
は
、
煮
え
す
ぎ
て
、

ほ
ぼ
取
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
内
側
の
色
物
砥
石
に
も
、
煮
え
跡
で
あ
る
巣
穴
や
嚢
が
見
ら
れ
、
傷
も
増
え
が
ち
で
す
。

確
か
に
歩
留
り
は
大
幅
に
落
ち
ま
す
が
、
頁
方
向
の
変
性
が
整
然
た
る
も
の
は
、
研
磨
材
の
均
質
さ
や
方
向
性
が

整
う
た
め
、
地
金
を
挽
き
難
く
、
脅
威
的
な
研
磨
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
伊
豫
砥
石
同
様
、
熱
水
の

貫
入
跡
が
環
巻
（木
目
状
）を
成
す
こ
と
も
多
く
、
そ
の
品
位
は
約
束
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
酸
化
度
合
い
が
弱
い
順
に
青
灰-

緑-

卵
色
・赤
・紫
　
と
い
う
具
合
に
、
丁
度
色
相
環
と
同
様
の
規
則
性
も

持
ち
、
確
率
論
的
に
は
巣
板
を
除
き
、
青
い
ほ
ど
硬
質
で
す
。

　　◇

適
材
適
所
！
研
ぎ
お
ろ
す
た
め
の
砥
石
と
傷
形
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
砥
石
の
す
み
分
け

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
素
材
を
は
じ
め
と
す
る
人
造
砥
石
で
は
、
研
磨
材
の
硬
度
の
高
さ
を
活
か
し
、
能
率
的
な
研
削
作
業
に
お
い
て
敵
う
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
然
砥
石
の
も
つ
永
切
れ
性
能
に
加
え
、
単
な
る
鏡
面
で
は
な
く
て
、
刃
物
を
底
光
り
さ
せ
、
鍛
え
肌
の
息
遣
い
を
も

見
事
に
汲
み
取
る
仕
上
肌
は
、
未
だ
天
然
砥
石
の
牙
城
で
あ
り
不
可
侵
で
す
。
（
詳
し
く
は
、
古
代
伊
豫
銘
砥
参
照
）

　　◇

硬
さ
が
七
変
化
！
操
る
た
の
し
さ

頁
方
向
の
結
合
度
の
弱
さ
を
突
い
て
こ
れ
を
応
用
す
れ
ば
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・さ
ゞ
れ
山
城
・さ
ゞ
れ
伊
豫
を
研
ぎ
水
と
と
も
に
擦
り
合
わ
せ
る
名

倉
が
け
で
、
研
ぎ
面
に
も
条
痕
を
付
け
て
、
目
起
こ
し
（目
立
て
）を
す
る
と
、
別
物
の
よ
う
な
軟
質
さ
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
と
き
に
出
来
る
砥
石
汁
も
洗
い
流
さ
ず
、
こ
の
ま
ま
活
用
し
て
研
ぐ
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

硬
さ
の
落
ち
方
が
他
に
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
顕
著
で
あ
り
、
頁
岩
完
成
度
の
恩
恵
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

一
本
で
、
広
範
囲
の
硬
さ
を
操
り
、
性
能
を
引
き
出
し
、
効
率
的
な
研
ぎ
へ
の
コ
ツ
で
す
。

　　◇

山
城
銘
砥
　
王
城
三
里
離
れ
ず
　
中
山
か
ら
菖
蒲
谷
東
部
の
銘
砥

山
城
國
産
銘
砥
は
伊
豫
國
産
銘
砥
の
変
性
火
成
岩
系
砥
石
と
は
異
と
し
、
正
反
対
の
生
ま
れ
方
と
い
え
ま
す
。

鉱
床
の
多
く
は
は
、
南
方
が
垂
直
に
近
く
立
ち
、
北
端
は
四
五
度
近
く
ま
で
寝
て
お
り
南
を
枕
に
走
り
ま
す
。

赤
道
直
下
で
数
多
の
さ
ゞ
れ
が
寄
せ
集
ま
り
押
し
固
め
ら
れ
、
長
い
年
月
の
中
絶
妙
な
環
境
に
晒
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
ま
し
た
。

幾
重
も
の
奇
跡
が
重
な
り
合
っ
た
自
然
の
贈
り
物
で
あ
り
、
世
界
屈
指
の
工
匠
具
性
能
を
支
配
し
、
育
ん
で
き
ま
し
た
。

従
い
、
凍
て
や
急
激
な
湿
乾
に
滅
法
弱
く
、
使
用
後
は
良
く
養
生
す
る
か
、
鉱
床
埋
蔵
時
と
同
様
、
水
中
に

漬
け
た
ま
ま
に
す
る
と
長
持
ち
し
ま
す
。
ひ
び
が
走
る
と
、
成
長
し
な
い
よ
う
、
早
め
の
養
生
も
大
切
で
す
。
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右
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梅
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十
二
色
相
環

十
二
色
相
環

芸
術
的
役
板
　
卵
色
環
巻
／
た
ま
ご
い
ろ
か
ん
／

芸
術
的
役
板
　
卵
色
環
巻
／
た
ま
ご
い
ろ
か
ん
／

特
級
品
の
目
印

特
級
品
の
目
印

幽
霊
か
ら
す
梨
地
と
赤
ピ
ン
梨
地

幽
霊
か
ら
す
梨
地
と
赤
ピ
ン
梨
地

さ
ゞ
れ
伊
豫
で
名
倉
が
け

さ
ゞ
れ
伊
豫
で
名
倉
が
け

鉄
華
繚
乱
！
水
面
這
う

鉄
華
繚
乱
！
水
面
這
う

研
磨
性
能
も
規
格
外
！

研
磨
性
能
も
規
格
外
！

む
し
ろ
様
の
肌
は

む
し
ろ
様
の
肌
は

超
特
級
の
公
算
大
！

超
特
級
の
公
算
大
！

中
世
刀
剣
研
磨
を
育
ん
だ

中
世
刀
剣
研
磨
を
育
ん
だ

山
城
國
銘
砥
の
品
位
と
伝
統

山
城
國
銘
砥
の
品
位
と
伝
統

色
は
極
め
て
冴
え
る

色
は
極
め
て
冴
え
る

水
を
得
る
と
更
に
際
立
つ
！

水
を
得
る
と
更
に
際
立
つ
！

辞
書
の
側
面
の
よ
う
な
切
り
口
は

辞
書
の
側
面
の
よ
う
な
切
り
口
は

頁
岩
／
け
つ
が
ん
／
完
成
度
を
示
す

頁
岩
／
け
つ
が
ん
／
完
成
度
を
示
す

十
六
代
の
山
城
銘
砥
看
板
　
石
は
白
砥
産

十
六
代
の
山
城
銘
砥
看
板
　
石
は
白
砥
産



山
城
國
・丹
波
國
の
古
地
図
に
現
在
の
地
図
を
重
ね
て
み
た
も
の

山
城
國
・丹
波
國
の
古
地
図
に
現
在
の
地
図
を
重
ね
て
み
た
も
の

帝
都
王
城
即
ち
京
都
御
所
か
ら
の
距
離
は
五
里
で
二
十
キ
ロ
弱

帝
都
王
城
即
ち
京
都
御
所
か
ら
の
距
離
は
五
里
で
二
十
キ
ロ
弱

山
城
銘
砥
は
東
南
端
第
一
級
鉱
脈
に
属
し

山
城
銘
砥
は
東
南
端
第
一
級
鉱
脈
に
属
し

王
城
三
里
以
内
に
産
す
正
本
山
本
格
品
と
し
て
名
高
い

王
城
三
里
以
内
に
産
す
正
本
山
本
格
品
と
し
て
名
高
い


